
農林水産省就業体験実習及び三重県亀山市中学生職場体験学習の受け入れ

令和５年９月 11 日（月）から９月 15 日（金）の間、三重森林管理署では、農林水
産省就業体験実習生及び三重県亀山市中学生職場体験学習生を受け入れました。

・農林水産省就業体験実習

期 間：令和５年９月 11日（月）から９月 15日（金）の５日間
体験者：３名

・三重県亀山市中学生職場体験学習

期 間：令和５年９月 13日（水）から９月 15日（金）の３日間
体験者：５名

１．日程

月 日 農林水産省就業体験実習生 亀山市中学生職場体験学習生

９月 11日 入庁式

境界管理（焼尾国有林）

林道管理、測樹（青岳国有林）

９月 12日 木材市場（松阪市）

治山施設（鍛治屋又国有林）

ヒノキ植栽本数試験地（ 〃 ）

早生樹等試験地（ 〃 ）

９月 13日 入庁式

管内概要説明

コンパス測量、製図、面積計算

９月 14日 木材生産、造林、シカ捕獲、検知（悟入谷国有林）

９月 15日 測樹データの解析 体験学習の取り纏め

体験発表

辞令交付



２．具体的な内容

（１）９月 11日

入庁式の後、５日間の実施概要及び実習中の服装・装備、林内歩行、蜂・ダニ等へ

の留意点などについて、資料により説明を行いました。

ア 境界管理

その後、国有林の境界管理実習のため、伊賀市にある焼尾国有林に向かいました。

「国有林の境界管理」は、国民の財産である国有林野を適切に管理するために極め

て重要な業務ですが、当日は、あいにくの雨模様で小雨の時を狙い、境界の状況確認

を行いました。

ＧＰＳ（モバイルマッパー）を利用して地図情報と位置情報を連動させて、一人５

点ほどの境界点を探索してもらいました。

ＧＰＳを活用すると、初めてでも境界点を簡単に探索することができます。

イ 林道管理

午後からは、同じ伊賀市内の青岳国有林に移動し、林道の路肩や中央に繁茂する草

本を除去しました。

下刈鎌を使用したので、刃物の取り扱いに関しての留意点や足の配置などを説明し

てから作業にとりかかりました。

ウ 測樹

その後、場所を移して、森林材積を調査し

ました。

林内での実習に先立ち、①トゥルーパルス、

➁側棹、③ワイゼ式樹高測定器の三種類の樹

高測定方法を体験してもらいました。

写真は、③ワイゼ式樹高測定器で測定をし

ているところです。

その後、林内で 10 ｍ× 10 ｍのプロットを
作成し、その中の立木の胸高直径と樹高を測

定してもらいました。林内での樹高の測定は、➁側棹で行いました。

調査したデータについては、後日（15日）に解析してもらいます。
本日の実習は、以上で終了です。



（２）９月 12日

ア 木材市場

午前中は、国有林や民有林から伐採された丸

太や製材工場で生産された乾燥材、役物、造作

材などを販売している松阪市の「ウッドピア松

阪」を訪れました。

翌日が市日のため、多くの丸太や製材品が並

んでおり、これらの材の採材方法や用途などと

ともに材の表面のくすみや乾燥ゆがみを少なく

するために温度・湿度や時間などの組み合わせ

が重要など人工乾燥についても説明しました。

イ 治山施設

午後には、鍛治屋又国有林（紀北町）に移動

し、三重県と三重森林管理署による渓流対策と

してのコンクリート谷止工や鋼製谷止工を見学

しました。

過去の台風による大雨で発生した崩壊地から

流出する土砂や土埋木を抑えるための工事に加

え、定期的に流木および土砂の撤去作業を行う

ことにより、下流への土砂等の流出を抑制して

いることを説明しました。

ウ ヒノキ植栽本数試験地・早生樹試験地

低コスト造林に資するため、平成 22 年に 2,000
本／ ha、1,500 本／ ha、1,000 本／ ha 植栽の試験
地を設定し、令和 3 年の業務研究発表でこれまで
の成育状況等を報告している現地を見学してもら

いました。

その上流部には、早生樹造林の取組みとして

コウヨウザンとセンダンの植栽試験地を設定し

ており、併せてその状況などについての説明を

行いました。



（３）９月 13日
今日から、新たに亀山市中学生職場体験学習の５名への学習が始まり、就業体験実

習生３名と合わせての体験学習となります。

ア 講義

入庁式の後、林業や森林管理署の業務につい

て講義を行いました。

講義資料は、「人 to 木（ひととき）－人と木
をつなぐ仕事－（発行：林野庁図書館）」と「三

重森林管理署の概要」を使用しております。

講義で使用した「人 to 木（ひととき）」は、
この URLから入手できます。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/tosyo/manga.html#hitotoki

イ コンパス測量・製図・面積計算

森林の測量にも使われるコンパス（方位磁石）を用いた測量器具で、庁舎周囲に設

定した測点で測量を体験してもらいました。

コンパスマン・ポールマン・野帳マンの３人一組として、当署の若手職員も参加し

総勢 12 名を４班に編成して行いました。１周毎に役割を交替してして各班とも合計
で３周して、全員にそれぞれの役割を体験してもらいました。

この後の製図では、自分がコンパスマンとして計測した方位、距離のデータを使う

こととしております。



外業が終わり、内業となる製図と面積計算を体験してもらいました。

製図をする前に、磁針偏差の補正を行います。磁針偏差とは、磁石が示す磁北と真

北（地球の回転軸の方向）のズレの角度のことです。亀山市の磁針偏差は７°です。

製図の縮尺は、1/200としています。
森林測量の場合は 1/5,000 の縮尺での製図

で、現在では PC ソフトを利用しており、
手書きはしておりませんが、測量したデー

タを元にどのように製図しているかを理解

してもらうため、あえて手書きをしてもら

いました。

書き始めは苦労していましたが、書き方

を理解すると８点の測量ですのであっとい

う間に製図が進んでいきます。

コンパス測量では、測量中の計測誤差（角度と距離）はどうしても発生してしまい

ますので、最後の測点から最初の測点に製図上でうまく繋がるかが焦点です。

誤差が生じた場合の修正法はありますが、今回は時間が無いため省略しました。

製図が終わると面積計算を行います。林道事業などで法面や路面の面積を算定する

のに使用している「三斜法」で算定します。

「三斜法」は、三角形の面積を求める公式「底辺×高さ÷２」により求める方法で、

製図により描かれた図形を三角形に区切って、それぞれの三角形の底辺と高さを計測

して、三角形の面積を算出して、合計を計算します。

製図は縮尺して描きましたので、元に戻して面積を算出してもらいました。

最後にそれぞれが算定した面積を発表してもらい、測量及び製図誤差が生じること

を理解していただき、この日は終了となりました。



（４）９月 14日

本日は、悟入谷国有林（いなべ市）で、間伐による木材生産、造林（シカ防護柵設

置、植栽）、検知、シカ捕獲の見学及び現地実習を行います。

ア 木材生産

令和３年度から林業事業体と契約して事業を実施している箇所を見学しました。

当日は、森林作業道の開設のため伐採した木をハーベスタを用いて枝を払って一定

の長さの丸太にし、丸太をフォワーダにより林内の木材集積所へ運搬していました。

イ 造林（シカ防護柵設置、植栽）

次の見学箇所は、令和２年度に伐採し、令和４年度にシカ防護柵を設置して苗木を

植栽した箇所となります。

ニホンジカの生息数が増えたことからか、この地域で新たに植栽したスギやヒノキ

の食害が発生したことから、新たに植

栽する箇所の周囲に防護柵を設置し、

植栽した苗木の保護を行っていること

を説明するとともに、この箇所では、「新

しい林業」の取組として下刈の省力化

・削減、苗木植栽本数を減らす（従来

の 3,000 本/ha を 2,000 本/ha に）ととも
に植栽する苗木を「エリートツリー」

等とした試験地を設定していることを

説明しました。

「エリートツリー」とは、地域の人工造林地において、最も成長が優れた木として

選抜された「精英樹」のうち、優良なもの同士を人工交配によりかけ合わせ、その中

からさらに優れた個体を選んだものとなります。



午前中は事業見学となりましたが、午後からは２種類の作業体験となります。

ウ 検知

ひとつは午前中に見学した木材生産個所で伐採・玉切りされた木の検知体験をして

もらいました。

「検知」とは、市場等に原木丸太を出荷するにあたり、丸太の長級と径級を計測し

材積を算定するとともに、曲がりや節の状況等で区分する業務です。



エ シカ捕獲

もうひとつは、この悟入谷国有林で実施しているニホンジカ捕獲事業で仕掛けてい

る「くくり罠」の設置体験です。実際に罠を仕掛けることはできないので、仮設置と

なります。

設置体験する罠は「オリモ式」の罠となります。

踏板にワイヤーを取り付け、バネを圧縮固定し、シカの足に見立てた木の棒で踏板

を踏み込んで、罠が作動することを確認してもらいました。

本日の体験作業は、ここまでとなります。



（５）９月 15日

ア 職場体験学習報告等

今日は、体験学習の最終日となりますので、職場体験の中学生には、パワーポイン

トでのこの２日間の「職場体験学習報告書」を作成してもらいました。

初日の 9 月 13 日に、あらかじめ報告書のフォーマットを提示してあり、記載内容
や使用する写真などを選定して作成してもらいました。

また、就業体験実習生は、初日（９月 11 日）の測樹で計測してきた立木データを
解析するとともに、中学生の報告書作成のサポートもしてもらいました。

解析では、ha 当たりの本数、材積、林分密度を算出し、30 ％の間伐を実施したと
仮定しての間伐後の ha当たりの本数、材積、林分密度を算出してもらいました。
それらの結果を見ながら、この林分ではどのような間伐（収益重視の間伐または保

育重視の間伐）をするのが妥当かなどについて説明・議論しました。

そして、各自の報告書が完成し、「職場

体験学習報告」のはじまりです。

くじ引きにより決まった順番で発表をし

てもらいました。

みなさん、たいへん上手にこの２日間の

体験学習の状況についてわかりやすく説明

するとともに、事業内容などについても配

付した資料等を参考に記載されており、自

分が中学生だったうん十年前とは天と地の

ような違いに驚きを隠せません。

発表の最後には皆さんから貴重な体験学習の感想をいただき、たいへん感謝してお

ります。ありがたく次回への参考とさせていただきます。



イ 辞令交付

三重県亀山市中学生職場体験学習生５名及び農林水産省就業体験実習生３名に対

し、退職辞令を交付して、全てのプログラムの終了となりました。

最後に、今回、参加していただいた方の中から、これからの林業を担う後継者が輩

出されることを切に願い、この報告を閉めます。

【担当：三重森林管理署 次長】
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